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教育実習に行った大学院生が「教職には中毒性がある」と語

ったという話を聞いた。中毒とはうまいことを言う。授業構成や

発問を工夫し周到に準備して臨んだら、子ども達もいきいきと

反応して良い授業ができた。再び成功体験を味わいたくて、教

材研究も気分が乗って熱が入り、良いサイクルが回り始める。

これは、あるべき教師本来の姿といえる。子どものためによか

れと思って、言葉を尽くし手を尽くし、かゆいところに手が届く

指導を心がける。部活動指導にもありがちな情景だが、喜ぶ子

どもたちの姿を見て「やって良かった」と悦に入り、達成感と自

己肯定感に満たされる。こういう体験を通して快感を求めるこ

とが当たり前になり、常習化していく。 

「教師している」自分に酔い始めると、その危うさをなかなか

自覚できなくなる。なぜなら先生という人種は、基本的に善良

で頑張り屋さん、さらにはお人よしやお節介焼きが多い。周り

を見回しても多数派がそうだから、本来ならちょっと引っかか

るはずの違和感にもなかなか気付けない。自分が気持ち良くな

るために、時間も気にせず業務にいそしみ、見回せば職場を挙

げての集団中毒状態、教職がブラックといわれるのも宜なるか

な・・・。働き方改革が実効性を伴わず、働き甲斐改革へとスラ

イドしてしまう所以である。 

酩酊状態の自分に冷や水を浴びせてくれる誰かがいてくれ

るとありがたい。そんな時、この本は優れた効能を発揮する。い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つの間にか本来の目的を見失い、己の満足や安心のために仕

事を増やし続けたあげく、疲れ果ててしまった自分たちの有り

様を、この本は鮮やかに映し出す。「楽しい授業」をやめる、「し

てあげる」をしない、「揃える」をやめるなど、業界で教条的に受

け入れられる指導もやめてしまえ、と逆説的に挑発する。立ち

止まってその指導の目的を問い、その指導が子どもに与える

影響を吟味する。すると、今まで疑うことなく受け入れていた学

校の景色がひび割れ崩れて、新たな姿が立ち現れてくる。難し

い保護者への対応のヒントになる、教員としての心構えにも言

及している。「令和の日本型学校教育」を考えるうえで、著者の

教育実践には一読の価値がある。 

ただし、刺激が強いタイトルに表れているように、よく効く薬

も時として毒になる。教職の中毒性を経験したことがない人が

読むと、「子どもの主体性向上のために」とか何とか言って、何

となくわかったような、悟ったような気分になるかもしれない。

タイトルどおりに受け取り、本来なすべき教師の仕事まで手を

抜く、不親切な困った先生を生む可能性もあるのでは、と思い

至った。「私のすすめるこの１冊」と言いながら、本学の純朴な

学生諸子に、この本をおすすめして良かったのか？と自問し始

めている。その答えは、この本を手に取っていただいた皆さん

自身のご判断に委ねたい。 

 

 

 

 

 

『不親切教師のススメ』  

松尾 英明 (著) 

私のすすめるこの１冊

池辺 純次（教職キャリア高度化センター 教授）

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図書館に所蔵されている本の中から、皆さんの愛読

書や心に残っている一冊を紹介してみませんか。寄

稿いただいた原稿は、図書館ニュースに掲載いたし

ます。 

【 文 字 数 】 300～400 字程度 

【 校 正 】 1 回のみ 

【提出方法】 原稿を Word ファイルで作成し、メール

に添付して library@kyokyo-u.ac.jp 宛てに

お送りください。 

【掲載方法】 掲載の可否・編集については図書館に 

ご一任ください。 
皆さんからの 

ご投稿お待ち 

しています！ 

８月２0 日（木） ８：40～１６：３０  

図書館は通常通り開館していますが、図書館のツアー

や自由見学を行っています。申し訳ありませんが、混み

合うことが予想されますので、ご理解のほどよろしくお

願いいたします。 

日曜日(８月 2 日)の１０時から１７時まで

開館します。 

 

学部生：７月 26 日（日）～９月 18 日（金） 

院生・教職員：７月 11 日（土）～９月９日（水） 

【返却期限日】 １０月８日（木）  

※卒業・修了予定者は９月１０日（木）まで 

試験勉強などに 

ぜひご利用くだ

さい！ 

図書館をどんどん 

活用してくださいね！ 



 

 

教育資料館 まなびの森ミュージアム 

          https://www.kyokyo-u.ac.jp/museum/ 

教育資料館 まなびの森ミュージアム 

「それはかなう夢講座」では、本学の教職員が、学部、大学

院のすべての専攻、研究科の学生や教職員の皆さんを対

象に、科学の魅力をわかりやすくお伝えしていきます。 

ＹｏｕＴｕｂｅで公開中です！ 

【講 師】 門下 祐子 

（総合教育臨床センター 学びサポート室 講師） 

【テーマ】 先生になる方へおすすめ書籍５選！ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

7 月 8 日(水)に開催されました。 

 

 

 

 

 

7 月 22 日（水）から 7 月 30 日 

（木）迄、作品展が開催されました。 

 

※児童書コーナーに 

かわいいカードが 

飾られています。 

ぜひ見に来てくだ 

さい。 

主催：「現代的ニーズを踏まえた「理系」教員養成のための 

カリキュラム開発」プロジェクト委員会  

後援：京都教育大学同窓会・京都教育大学附属図書館 

今までの 

回も視聴 

できます。 

 

 

 

 

『ちいさなちいさなふしぎなおみせ』 

作・絵 ：さかい さちえ 

出版社：教育画劇 

【8 月の開館日時】 

・3 日(月)、10 日（月）、24 日（月）、31 日（月）  

14：00～17：00 

・２0 日（木） 10：00～16：00 ※オープンキャン

パスにより開館しています！ 

ぜひ、来館してくださいね。 

リフレッシュラウンジにて展示中です。 

会期：7 月 22 日（水）～8 月 7 日（金） 

附属図書館の企画展示室は、教職員・学生等が

どなたでも利用できるスペースです。 

研究発表や作品展示等にぜひご利用ください。 



 

●京都教育大学附属図書館ホームページ → 
https://www.kyokyo-u.ac.jp/library/ 

 

                    

← 公式 Instagram 

アカウント名称：京都教育大学附属図書館 

ユーザーネーム：@kyotokyoikuunivlib 

  

 

 
  

 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

   

 
 
  
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

かつての新型コロナウイルス感染症の流行下（コロナ下）では、マスクの着用が推奨されていました。現在は個

人の判断に委ねられていますが、日常的にマスクを着用している人も多くもみられます。本研究では、大学生を

対象とした質問紙調査により、コロナ下の初期（2020 年頃）、中期（2022 年頃）、収束期（2023 年春以降）を

振り返ってもらい、その当時のマスク着用者に対する感情理解の困難さと、感情理解の手がかりについて検討し

ました。 

その結果、マスク着用者の感情理解の困難さはコロナ下を通じて徐々に軽減していましたが、その程度には個

人差がみられました。また、感情理解の主な手がかりとして「目の表情」や「口調」が挙げられ、目や視線、うなずき

や身振りなどの身体表現、さらに口調や声量といった音声的要素など、マスク越しでも認識が可能な情報から感

情を把握していたことが示されました。 

さらに、マスクを着用していない相手の方が感情を理解しやすいと感じる人は、「目の表情」を重視していまし

た。一方、マスク着用時でも感情理解に困難を感じていなかった人は、「反応の頻度」「顔全体」「圧の感じ方」に

注目しており、顔の一部分や細かな動きよりも、全体的な雰囲気から感情を捉える傾向がうかがわれました。 

なお、教育現場では、マスクを着用した児童生徒の心情把握の難しさも指摘されています。本研究では、分析

結果を踏まえ、教職を目指す大学生への教育的支援についても考察しました。 

京教図書館 News No.３11 （２０２６年 8 月号） 

発行日：２０２６年 8 月 1 日 

編集発行：京都教育大学附属図書館 

問い合わせ先：library@kyokyo-u.ac.jp 

京都教育大学紀要（大学発行の学術雑誌）に掲載された論文を、 

執筆した先生本人にご紹介いただくコーナーです。 

今回の執筆者 田爪 宏二（教育学科 教授） 

コロナ下におけるマスク着用者に対する感情理解の変化 
―教職課程の大学生を対象とした調査からー 

 

田爪 宏二 ・ 森田 健宏 ・ 吉田 佐治子 

京都教育大学紀要 2026, No.148, pp.59-71 

URI: http://hdl.handle.net/20.500.12176/10100 

論のくちび理のむすび 

※本タイトルの論文は京都教育大学紀要１４8 号に掲載されています。 

※京都教育大学リポジトリ「クエリ（KUERe）の森」https://ir.kyokyo-u.ac.jp/ に掲載されています。 

開館日程 □9:00-20:00 ■9:00-17:00 ■10:00-17:00  

9:00-２１:00  ■休館(CLOSED) 

 

 

 

 

 

 

※開館日程につきましては、変更と 

なる場合がございますのでホーム

ページをご確認ください。 

9/2 館内整理日 
8/3-8/7 前期末試験 
8/8-9/30 夏季休業 
8/13-8/14 夏季一斉休業 


